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１．はじめに

　これまで、ユーフラテス河中流域の先史
時代の考古学的記述は、河川低地やそれに
近い河岸段丘上に立地するテル型集落の調
査成果によるものがほとんどであった。水
源やそれに集まる動植物を利用した旧石器
狩猟採集民のベースキャンプや、新石器時
代の初期農耕村落、河川を交通手段として
南メソポタミアとの文化・社会的つながり
を色濃く示す銅石器時代や青銅器時代の拠
点都市などの遺跡から、考古学・文献学上
の重要な情報が数多く得られてきた。その
一方で、テルのような大型遺跡だけでなく
一定の地域を調査対象とし、徒歩による踏
査を行い小規模な遺構や遺物散布地点も記
録することによって、地域一帯における人
間活動、つまり土地利用の解明を目指す調
査が増加してきている。私たちの先史調査
は、こうした最近の地域調査の目的と方法
を採用して行われている。

　ただしこの遺跡踏査は、考古学記録の空
白地帯の開拓ではなく、より大きな総合プ
ロジェクトの一環として行われ、初めから
ある程度の展望と目的をもってスタートし
た（図１）。関連した調査として、１）河
川低地に立地する前期青銅器時代の拠点集
落であるテル・ガーネム・アル＝アリ遺跡
の発掘（代表：大沼克彦、国士舘大学教授）、
２)ステップ台地奥部における中期青銅器
時代ケルン墓群の発掘（代表：藤井純夫、
金沢大学教授）、３）テル・ガーネム・ア
ル＝アリ直近の河岸段丘上に位置する前期
青銅器時代墓地の発掘（代表：沼本宏俊、
国士舘大学教授）が伴っている。これら一
連の調査は、ユーフラテス河中流域におけ
る青銅器時代社会を構成したさまざまな集
団の同定とその相互関係の動態を解明す
ることを目的としている（Al-Maqdissi and 
Ohnuma 2008, 2009, 2010, 2011）。
　これらの発掘調査と連動させるために、
筆者らの調査は、テル・ガーネム・アル＝

ユーフラテス河中流域の先史時代
―第５次調査（2011）―

Prehistory of the Middle Euphrates –The 2011 Season

門脇　誠二
KADOWAKI, Seiji

名古屋大学博物館助教
Assistant Professor, Nagoya University Museum

久米　正吾
KUME, Shogo

国士舘大学イラク古代文化研究所共同研究員
Co-operative Research Fellow, The Institute for Cultural Studies of Ancient Iraq, 
Kokushikan University

下釜　和也
SHIMOGAMA, Kazuya

古代オリエント博物館共同研究員
Visiting Researcher, Ancient Orient Museum

西秋　良宏
NISHIAKI, Yoshihiro

東京大学総合研究博物館教授
Professor, The University Museum, The University of Tokyo
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ジェクトの目的に直接かかわる。

２.第五次調査の目的と成果

　これまでの成果を受け、本シーズンの調
査は２つの目的を掲げた。１つは、青銅器
時代墓地の時空間分布の精査である。特
に、河川低地のテルの直近、ベイルーン地
域のケルン墓、ジャズラ地区のテル周辺の
墓地の３地点において、集中的な遺構探索
と遺物採集、年代測定用標本の回収を行っ
た。２つ目の目的は、これまで比較的充実
した標本が得られている旧石器時代の居住
史の精密化である。そのために、旧石器遺
跡が集中しているワディ ･ハラールにおい
て、幾つかの遺物散布地点の試掘を行い、
遺物包含層から石器標本や年代測定用標本
を採取した。以下、その成果について述べ
る。

（１）ユーフラテス河川低地（32Ａ～32Ｂ

地点）

　先述したように、これまでの踏査ではス
テップ台地上において青銅器時代の墓地が
濃密に分布する状況が確認され、その多く
は河川低地に立地するテル（ガーネム・ア
ル＝アリ、ハマディーン、ムグラ・アッザ
ギール）の近隣に集中しているように見え
る。この分布パターンを見ると、テルの居
住民が墓地の形成に関わったと思われる
が、それと反対する意見が存在する。つま
り、10㏊程のテルに対して数㎞の範囲に広
がる墓地は規模が大きすぎ、その一部はテ
ルから数㎞も離れている。したがって、ス
テップ台地上の墓地はその場所で生活した
遊牧民が残したものであり、テルの居住民
はより直近に埋葬されたはずである、とい
う見解である。その妥当性を部分的に確か
めるため、テル直近の河川低地を踏査した。

アリ遺跡周辺の半径約10km圏で、ユーフ
ラテス河南岸の河川低地とステップ台地を
含む一帯を踏査範囲とした。これには、河
岸段丘上の青銅器時代墓地の発掘地点（上
記の３番の調査）も含まれる。
　第一次調査を2008年に開始して以降、こ
れまでの成果として大きく３つがあげられ
る。１つは、前期旧石器から中期青銅器時
代までの遺跡をのべ350地点以上登録し、
当該域における長期居住史の基礎データを
獲得したことである。２つ目は、青銅器時
代の遺跡としてこれまでに知られていたテ
ル型集落と墓地に加えて、石器散布地点が
当時の短期逗留地の遺跡であることを提示
したことである（Nishiaki 2010）。そして
３つ目は、青銅器時代の墓地の多くがテル
の周辺に集中して分布する傾向があり、テ
ルと墓地集中部がセットになる空間単位が
調査範囲内に４つ（テル・ガーネム・アル
＝アリ周辺、テル・ハマディーン周辺、テ
ル・ムグラ･アッザギール周辺、テル・ジャ
ズラ周辺）存在することを見つけたことで
ある（図２）。特に最後の発見は、当該地
における青銅器時代の社会集団の同定と集
団間関係の考古学的解明を目指す本プロ

図１　調査地を示したシリア周辺の地図
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　結果として、河川低地に墓地を発見する
ことはできなかった。ただし、栽培植物や
住宅地に覆われた河川低地で遺構を発見す
ること自体が困難である。しかも、河川堆
積物によって青銅器時代の墓が埋没した
り、灌漑路や貯水池、畑や住宅の造営によっ
て墓が壊された可能性もある。

（２）ベイルーン地区ケルン墓の再調査

（27ＣＡ～27ＣＩ地点）　

　2009年の第二次調査において、調査地東
端のワディ・ベイルーン中流域に広がる台
地上に、ケルン墓群を発見した（Nishiaki 
et al. 2011a）。その一部を地図化した昨年
の調査によると、１㎞×500mの範囲内に
375のケルン墓が分布することが分かった
（西秋他 2011）。この特異な墓地の正確な
範囲と年代を明らかにするために再調査を
行った。特に、ワディ ･ベイルーンの西岸
に続くケルン墓群が、河川低地の青銅器時
代遺跡テル・ムグラ･アッザギールの南に

集中する墓地（26Ａ、26Ｆ、27Ｆ－Ｍ、Ｑ

－Ｕ、Ｙ地点）と連続するのかどうかを確
かめた。
　結果として、ワディ ･ベイルーン西岸の
ケルン墓群は、昨年に地図化を行った東岸
よりも墓の密度が低いことが分かった（図
３）。さらに、墓の密度は北西方向に減少
し、ムグラ・アッザギール南の墓地とのあ
いだには墓の空白地帯が約200ｍ存在する。

（３）ジャズラ（23ＣＡ～23ＣＧ地点）

　ジャズラはステップ台地北端に位置し、
矩形の城塞の存在で知られる地域である。
城塞は前２世紀に建設され、その後も修復
を伴いながら使用されたと報告されている
（Napoli 2000）。この城塞の周辺に膨大な
数の青銅器時代の墓が分布することが、
シリア・日本合同調査隊によって既に報
告されていたが（Al-Maqdissi and Ohnuma 
2008）、2008年の筆者らの踏査によって、
墓に加えてテルが確認され（テル・ジャズ

図２　青銅器時代の遺跡分布図
　　　実線は調査年毎の踏査経路、破線の楕円はテルと周辺墓地のペアを示す
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ラⅠ：23Ｈ地点）、その周辺の地表でカナー
ン石刃や磨石、土器が採集された（Nishiaki 
et al. 2009）。採集された土器が中期青銅器
時代の特徴を示すことが、当時ガーネム・
アル＝アリを発掘していた木内智康氏に
よって指摘され、その後、テルの盗掘坑断
面から採集した木炭のC14年代測定から前
２千年紀前半（中期青銅器時代）の較正年
代値が得られた。
　この結果を受け、テル・ジャズラ周辺の
墓地も中期青銅器時代に属するのではない
かと予測し、盗掘墓周辺に散布する土器の
採集を行ったところ（23ＣＡ、23ＣＢ、23

ＣＥ地点）、中期青銅器時代の示準的土器
が予測どおり採集されたのである（図４）。
また、これまで見つかっていたテル・ジャ
ズラⅠのふもとに位置するワディ・ジャズ
ラの対岸にもう１つ小型のテルが確認され
た（図５、テル・ジャズラⅡ; 23ＣＧ地点）。
その大きな撹乱部の断面には数メートルの
灰層が露出し、土器や石器、骨、炭化物が
含まれている。ここから採集した木炭の
C14較正年代値も前２千年紀初頭を示すこ
とが分かっている。
　この結果は、テル周辺に集中する墓地が
テルと同時期に属する傾向が、前期青銅器
から中期青銅器時代にかけて継続したこと

を示唆する。しかし、このパターンに合わ
ない例も存在する。それは、テル・ジャズ
ラとその近隣墓地よりも南に位置する、さ
らにもう１つの墓地集中部である。この一
帯から採集される土器は、ユーフラテス帯
紋土器を示準とする前期青銅器時代の特徴
を示すのである。この前期青銅器時代の墓
地に対応したテル型集落は今のところ見つ
かっていない。テル・ジャズラあるいは
ジャズラ城の下層に埋没している可能性も
ある。

（４）ワディ・ハラール（16Ｊ、16Ｋ、16Ｎ、

16Ｒ－１、16Ｒ－２、16ＡＴ’地点）

　ワディ・ハラールは、テル・ガーネム・
アル＝アリとテル・ハマディーンのあいだ
に位置し、調査地のステップ台地北端を開
折するワディのほとんどが数㎞にとどまる
のに対して全長20㎞ほどの規模を誇り、し
かもその中流域に湧水地点が現存する。ワ
ディ・ハラール沿いのテラスから数多くの
石器散布・石器集中が2008年と2009年の調
査で発見され、そのほとんどが旧石器時代
に属する（Nishiaki et al. 2009; 2011a）。
　今シーズンは、これまでに発見された石
器集中部の中から６地点において、１m×
１mを単位とした試掘坑を幾つか開け、旧

図３　ワディ・ベイルーン西岸のケルン墓
（東を望む）

図４　テル・ジャズラ周辺の盗掘墓から採
集した土器片（中期青銅器時代）
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石器時代文化層の発見を目指した。その結
果、16ＡＴʼ地点と16Ｋ地点において、レ
ヴァント地方の終末期旧石器時代中葉の技
術伝統を色濃く示す細石器が採集された。
その内、台形・長方形の細石器を特徴とす
る16ＡＴʼ地点の幾何学ケバラン石器群は
これまでにパルミラ盆地やエル・コウム盆
地からも報告されているが、16Ｋ地点に特
徴的な不等辺三角形細石器はマイクロビュ
ラン技法を用いて製作されており、南レ
ヴァント地方のムシャビアン伝統に類似す
る。この同定が妥当ならば、この石器伝統
はこれまでの想定を超える広範囲の乾燥地
帯に流布していたことになる。
　一方、16Ｒ－１と16Ｒ－２地点では遺物
包含層が明確に検出され、石器と少量の
骨、および木炭が回収された。この２地点
の石器群は、剥片を石核に用いた細石刃製
作を行う技術を特徴とし、それはレヴァン
ト地方の編年では後期旧石器時代後半期
に位置づけられる（図６）。16Ｒ－２地点
から回収された木炭のC14年代値は、約33 
kyaの非較正値を示した。この年代は、ア
フリカから拡散した初期現代人が前期アハ
マリアンに加えてレヴァント地方オーリナ
シアンなど他の石器伝統を創出し、後期旧
石器文化が多様化しはじめる時期に相当す

る。その舞台として内陸乾燥域が含まれて
いたようであるが、こうした文化変化と古
環境変動との対応をさぐるのが今後の課題
である。
　この様に、ワディ・ハラールの旧石器時
代資料は、旧石器文化伝統の時空分布パ
ターンの基礎資料となり、初期現代人の乾
燥地適応やネアンデルタール人との交替
劇、またその要因としての文化進化パター
ンの研究に資することができると期待され
る。

３．まとめ

　以上のように、今シーズンの調査目的は
２つ、１）青銅器時代の集落外墓地の時空
分布をより明確化させることと、２）旧石
器時代遺跡の試掘を行い、石器標本の増加
と年代測定用資料の採取を行うことであっ
た。前節で述べた調査結果を、今後の展望
と共に以下にまとめる。
１）ユーフラテス河川低地には、テルの近

隣に青銅器時代の墓を検出することが
できなかった。ただし、埋没や破壊に
よる影響の可能性を否定できない。

２）ベイルーン地区のケルン墓群の分布
は、テル・ムグラ・アッザギールに集
中する墓地とは分布が連続しない。両

図５　ジャズラ城麓のテル・ジャズラI（23
Ｈ地点）とII（23ＣＧ地点）。ワディ・
ジャズラの対岸に位置する。

図６　後期旧石器時代の発掘資料（16Ｒ
－１地点）
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者のあいだには墓の空白地帯が数百ｍ

介在する。したがって、ベイルーンの
ケルン墓群は、テル周辺に集中する墓
地とは空間分布を異にする可能性が高
い。

３）ジャズラの台地北端には中期青銅器時
代の小型テルが２つ存在し、その周辺
には同時期の墓地が広がる。このテル
と墓地の集中域の南部には、前期青銅
器時時代の墓地が存在し、対応する長
期居住地が存在するか不明である。

４）ワディ・ハラールのテラスに数多く分
布する石器集中地点の幾つかには、遺
物包含層が伴っており、旧石器時代居
住民の石器技術伝統と年代に関する資
料がさらに得られる可能性がある。

　これらの展望をさらに深く検証すること
によって、ユーフラテス河中流域における
先史時代の居住史と土地利用の変遷、社会
関係の考古学的解明に向けた研究を今後も
進めていきたい。
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